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去
る
８
月
４
日
㈭
盛

岡
市
内
ホ
テ
ル
に
お
い

て
組
合
役
員
・
支
部

長
・
事
務
職
員
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。
会

議
終
了
後
、「
国
の
電

気
保
安
行
政
を
振
り
返

っ
て
」
と
題
し
、
全
日

の
加
入
促
進
対
策
に
つ

い
て

　
各
支
部
ご
と
に
加
入

活
動
の
状
況
や
議
題
に

対
す
る
対
応
策
が
報
告

さ
れ
た
。

　
加
入
手
数
料
等
検
討

状
況
等
協
議
さ
れ
今
後

も
積
極
的
に
加
入
促
進

活
動
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
た
。

２
　
組
合
員
の
新
規
加

入
に
つ
い
て

　
共
和
電
気
㈱
（
盛
岡

支
部
）の
加
入
を
承
認
。

３
　
人
材
育
成
・
確
保

対
策
に
つ
い
て

　
新
規
学
卒
者
の
県
内

就
職
率
向
上
に
向
け

「
高
校
と
の
懇
談
会
」

開
催
状
況
等
の
説
明

後
、
釜
石
商
工
、
宮
古

商
工
、
福
岡
工
業
も
今

後
早
い
時
期
に
開
催
す

る
こ
と
と
し
た
。

４
　
女
性
部
設
立
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て

 
昨
年
に
引
続
き
年
内

の
設
立
に
向
け
協
力
い

た
だ
く
よ
う
要
請
が
な

さ
れ
た
。
女
性
部
設
立

年
度
１
支
部
当
た
り
５

万
円
を
活
動
支
援
と
し

て
、
設
立
後
の
運
営
費

と
し
て
申
請
に
よ
り
各

支
部
３
万
円
が
支
援
さ

れ
る
。

５
　
電
工
組
改
革
ワ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て

　
組
合
加
入
促
進
対
策

検
討
委
員
に
移
行
・
電

工
組
改
革
Ｗ
Ｇ
を
設

置
、「
将
来
を
見
据
え

た
岩
手
県
電
工
組
の
あ

る
べ
き
姿
」
を
テ
ー
マ

に
①
組
合
員
加
入
促
進

対
策
②
後
継
者
対
策
③

組
合
活
性
化
対
策
④
組

合
メ
リ
ッ
ト
創
出
対
策

の
改
善
提
案
を
頂
く
よ

う
平
野
理
事
長
か
ら
浅

沼
委
員
長
へ
諮
問
書
が

手
交
さ
れ
た
。

６
　
第
一
種
電
気
工
事

士
資
格
取
得
講
習
受
講

者
支
援
に
つ
い
て

　
資
格
者
が
増
え
て
き

て
お
り
、
多
く
の
組
合

員
の
皆
様
に
ご
利
用
頂

く
よ
う
、
全
県
的
な
広

が
り
に
向
け
て
支
援
し

て
い
き
た
い
旨
説
明
が

な
さ
れ
た
。

７
「
出
前
授
業
」「
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
」

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
」
に
つ
い
て

　
継
続
的
な
開
催
に
向

け
青
年
部
等
に
お
い

て
、
開
催
時
期
や
内
容

等
検
討
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。

全日電工連松橋常任理事

　
９
月
21
日
㈬
岩
手
電

気
工
事
会
館
に
お
い
て

三
役
・
支
部
長
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。

　
会
議
で
は
、
組
合
加

入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
応

状
況
や
今
後
の
展
開
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
の

課
題
等
に
つ
い
て
協

議
。

　
各
支
部
が
目
標
に
向

け
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し

た
。
な
お
、

最
大
の
障
害

と
な
っ
て
い

る
高
額
な
手

数
料
等
の
見

直
し
に
向

け
、
今
後
、

支
部
役
員
会

で
検
討
す
る

旨
の
意
向
が

示
さ
れ
た
。

合
同
会
議
開
催

電
工
組
改
革
Ｗ
Ｇ
設
置
理
事
長
か
ら
委
員
長
へ
諮
問
書
手
交

三役・支部長会議開催
第１回組合加入キャンペーン
結果と今後の取組を協議

電
工
連 

松

橋
常
任
理
事

を
講
師
に
講

演
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
合
同
会
議

の
協
議
等
主

な
内
容
は
次

の
と
お
り
と

な
っ
て
い

る
。

１
　
組
合
員

　
会
議
終
了
後
松
橋
常

任
理
事
か
ら
、
経
産

省
（
旧
通
産
省
）
在
籍

当
時
の
経
験
談
を
も
と

に
、
一
般
電
気
工
作
物

調
査
業
務
に
係
る
指
定

機
関
と
し
て
47
都
道
府

県
電
工
組
が
参
入
す
る

こ
と
に
な
っ
た
経
緯

や
、主
任
技
術
者
制
度
、

第
一
種
実
務
経
験
年
数

短
縮
、
免
状
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
カ
ー
ド
化
な
ど
に

つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

い
た
。

　
役
員
か
ら
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
申

請
時
の
審
査
日
数
短
縮

等
改
善
や
電
気
自
動
車

の
今
後
の
見
通
し
等
に

つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ

た
。

諮問書を手交
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大
船
渡
東
高
校
・
大
船
渡
支
部

千
厩
高
校
・
一
関
支
部

一
関
工
業
高
校
・
一
関
支
部

県
本
部
役
員

　
組
合
本
部
、
各
支
部

役
員
が
出
席
し
、
高
校

と
の
就
職
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　
一
関
工
業
で
は
、
保

護
者
は
電
気
工
事
業
の

内
容
を
知
ら
な
い
た

め
、
保
護
者
と
企
業
と

の
懇
談
会
の
開
催
を
希

望
。
千
厩
高
校
で
は
、

こ
こ
数
年
就
職
先
は
地

元
志
向
の
傾
向
が
見
ら

れ
、
就
職
決
定
に
当
た

っ
て
は
保
護
者
の
影
響

が
大
き
い
。

　
生
徒
は
電
気
自
体
難

し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
資
格
取
得
は
敬
遠

さ
れ
が
ち
。
大
船
渡
東

高
校
で
は
、
以
前
か
ら

地
域
内
就
職
志
向
が
強

い
。
求
人
票
の
書
き
方

に
注
意
を
要
し
、
年
間

休
日
日
数
は
重
要
等
の

留
意
点
が
示
さ
れ
た
。

　
去
る
９
月
３
日
、
第

３
回
電
気
工
事
技
能
競

技
東
北
大
会
が
開
催
さ

れ
、
岩
手
県
代
表
と
し

て
一
関
支
部 

㈱
平
成

電
設 

佐
藤
優
磨
選
手

が
出
場
し
た
。
12
月
１

日
に
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
向
け
て
、
東
北

七
県
７
会
場
を
リ
モ
ー

ト
で
繋
ぎ
、
初
の
ラ
イ

ブ
配
信
に
て
開
催
さ
れ

た
。
全
国
大
会
の
前
哨

戦
と
し
て
の
位
置
付
け

も
あ
り
、
順
位
付
け
を

行
わ
ず
審
査
結
果
と
講

評
を
各
選
手
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
。

　
岩
手
県
会
場
と
な
っ

た
平
成
電
設
に
は
、
組

合
役
員
や
青
年
部
役
員

が
応
援
に
駆
け
付
け
佐

藤
選
手
の
競
技
を
見
守

っ
た
。支部トピックス

遠野支部

　
河
童
や
座
敷
わ
ら
し

が
出
没
し
そ
う
な
情
緒

豊
か
な
風
景
が
広
が

る
、
日
本
の
ふ
る
さ
と

遠
野
は
、
バ
ケ
ツ
で
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
が
有
名
で

す
が
、「
ど
ぶ
ろ
く
特

区
」
第
一
号
と
し
て
、

全
国
初
、
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
「
ど
ぶ
ろ
く
」
は
米

と
米
麹
と
水
を
原
料
と

し
て
、
濾
す
工
程
な
く

発
酵
さ
せ
た
だ
け
の
、

白
く
濁
っ
て
い
る
状
態

の
お
酒
で
す
。
酵
母
が

生
き
て
い
る
状
態
な
の

で
、
出
荷
の
際
に
発
酵

が
進
ん
で
し
ま
う
リ
ス

ク
も
あ
り
、
大
量
生
産

し
て
い
ま
せ
ん
。
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
は
７
〜
15

度
で
飲
み
や
す
い
そ
う

で
す
。

　
遠
野
に
は
ど
ぶ
ろ
く

の
他
に
「
ど
べ
っ
こ
」

と
呼
ば
れ
る
お
酒
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
現
在
は
、
酒

屋
さ
ん
が
製
造
す
る
濁

り
酒
で
、
濾
し
た
も
の

に
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

度
数
12
〜
17
度
と
し
少

し
高
め
に
な
り
ま
す
。

　
市
内
の
飲
め
る
店
Ｍ

Ａ
Ｐ
や
、
販
売
店
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
、
秋

〜
冬
に
か
け
て
、「
遠

野
ど
べ
っ
こ
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
、
ハ
レ
の
田

舎
料
理
に
、
神
楽
や
囲

炉
裏
端
で
の
昔
話
等
、

ど
べ
っ
こ
を
飲
み
な
が

ら
楽
し
め
る
そ
う
な
の

で
、
是
非
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
遠
野
を
感
じ
て
み

て
下
さ
い
！
！
！
！

（
次
回
は
大
船
渡
支
部
）

佐藤優磨選手

大会配信は平野七県理事長の挨拶で開
会、左上のモニターに映し出された

就
職
懇
談
会・一
関
工
業

北
田
副
理
事
長

平
野
理
事
長

東
大
船
渡
支
部
長

佐
々
木
県
青
年
部
専

務
理
事

伊
藤
本
部
理
事

佐
藤
機
械
電
気
科
学

科
主
任

阿
部
機
械
電
気
科
３

年
担
任

今
野
進
路
指
導
課
長

千
葉
校
長

北
田
一
関
青
年
部
長

千
葉
一
関
電
設
工
業
会

専
務
理
事（
一
関
支
部
）

高
橋
一
関
電
設
工
業

会
理
事
（
一
関
支
部
）

加
藤
産
業
技
術
科
長

柏
原
産
業
技
術
科
２

年
担
任

佐
々
木
産
業
技
術
科

３
年
担
任

宇
夫
方
進
路
指
導
課

担
当

松
場
校
長

加
藤
電
気
電
子
科
長

千
葉
一
関
青
年
部
員

（
一
関
支
部
）

佐
藤
一
関
支
部
長

金
澤
一
関
電
設
工
業
会

理
事
長
（
一
関
支
部
）

昆
電
気
電
子
科
３
年

担
任

中
野
進
路
指
導
課
長

菅
原
校
長

一関工業　８月３日
千厩高校・大船渡東高校　８月８日

第 ３ 回 電 気 工 事
技能競技東北大会
―ライブ ・ アーカイブ配信―
佐藤優磨選手出場

高校との就職懇談会開催

真剣な表情で競技の様子を見守る

佐
々
木
専
務
理
事

就
職
懇
談
会・一
関
工
業

前払金保証・契約保証・中間前払金保証
を通じて安全で活力のある社会を創るためのお手伝いをしています　

東日本建設業保証 株式会社 岩手支店
盛岡市松尾町17番9号　岩手県建設会館２F
電話019-624-4480　FAX0120-027-216

〈東日本建設業保証㈱グループ会社のご案内〉

岩手県内の電子入札なら  AOSign～アオサイン～

電子入札用ＩＣカードのご用命は
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当
組
合
青
年
部
の
30

周
年
記
念
式
典
が
９
月

30
日
、
盛
岡
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
部
会

員
や
組
合
関
係
者
、
来

賓
ら
約
１
２
０
人
が
出

席
し
、
今
後
も
強
い
組

織
と
し
て
活
動
の
場
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
誓

い
合
っ
た
。

　
千
葉
政
芳
部
長
は
式

辞
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
青
年
部
活
動
に
対
す

る
理
解
と
支
援
に
感
謝

を
述
べ
る
と
と
も
に
、

築
き
上
げ
た
歴
史
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
こ
れ

か
ら
も
明
る
く
照
ら
す

こ
と
が
出
来
る
よ
う
邁

進
す
る
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

　
来
賓
の
祝
辞
に
は
、

達
増
拓
也
岩
手
県
知

事
、
組
合
平
野
喜
嗣
理

事
長
、
軽
石
義
則
岩
手

県
議
会
議
員
、
東
北
電

力
Ｎ
Ｗ
㈱
岩
手
支
社
藤

村
健
支
社
長
ら
が
登
壇
。

　

達
増
知
事
は
、「
幅

広
い
事
業
に
取
り
組
み

大
き
な
成
果
を
上
げ
て

き
て
い
る
。
特
に
奇
跡

の
一
本
松
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
な
ど
、
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
大
き

な
力
添
え
を
頂
い
た
。

青
年
部
が
創
立
30
周
年

を
契
機
に
、
地
域
の
発

展
や
次
世
代
の
育
成
の

た
め
若
い
力
と
行
動
力

で
新
し
い
時
代
に
向
け

て
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ

ら
れ
る
よ
う
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。　

　
初
代
青
年
部
長
で
も

あ
る
平
野
理
事
長
は
、

青
年
部
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
高
く
評
価
し
な

が
ら
「
30
年
の
節
目
を

契
機
に
社
会
か
ら
の
信

頼
を
更
に
確
か
な
も
の

と
し
、
地
域
社
会
や
親

組
合
か
ら
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
更
な

る
飛
躍
を
期
待
す
る
」

と
述
べ
た
。

　
式
典
で
は
、
歴
代
部

　
去
る
９
月
８
日
㈭
、

表
彰
式
が
仙
台
市
内
で

開
催
さ
れ
、
関
東
東
北

産
業
保
安
監
督
部
東
北

支
部
長
表
彰
電
気
保
安

関
係
永
年
勤
続
者
の
部

で
当
組
合
顧
問
村
山
美

代
二
氏
が
、
ま
た
電
気

工
事
士
の
部
で
理
事
伊

藤
壽
太
郎
氏
が
そ
れ
ぞ

  　
去
る
９
月
16
日
㈮
、

表
彰
式
が
盛
岡
市
内
で

開
催
さ
れ
、
組
合
功
労

者
職
員
の
部
で
本
部
事

務
局
長
川
村
政
司
氏
と

北
上
支
部
職
員
照
井
幸

枝
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
受
彰

し
た
。

各
種
受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
４
年
度
電
気

保
安
功
労
者
表
彰

岩
手
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
会
長
表
彰

県
内
工
業
系
高
校
等
へ
の
支
援
事
業

れ
受
彰
し
た
。

村山美代二氏 伊藤壽太郎氏

川村政司氏 照井幸枝氏

組
合
・
協
会
共
同
事
業

〈
久
慈
支
部
〉８
月
24
日
㈬

久
慈
工
業
高
校

〈
盛
岡
支
部
〉８
月
29
日
㈪

盛
岡
工
業
高
校

〈
釜
石
支
部
〉９
月
29
日
㈭

釜
石
商
工
高
校

　８月の安全月間に合わ
せ、各支部ではコロナ禍の
中、市役所庁舎、商業施設
等で電気の安全使用などの
ＰＲ活動等を実施。

電気使用
安全月間
運動実施

〈盛岡支部〉 リーフレットを活用し、啓
発活動を個別実施。

〈遠野支部〉 遠野テレビ放送で電気使用
安全について放送。

〈二戸支部〉 商業施設や二戸駅にポスタ
ー掲示。

〈花巻支部〉８月18日㈭
アルテマルカン桜台店

〈北上支部〉７月30日㈯
江釣子ＳＣパル

〈大船渡支部〉８月１日㈪ 
ファミリーマート地の森他

〈釜石支部〉７月26日㈫ 
シーサイドタウンマスト（大槌町）他

〈宮古支部〉８月２日㈫ 
宮古魚菜市場他

〈久慈支部〉７月28日㈭
 道の駅くじやませ土風館他

岩
手
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
青
年
部

創
立
30
周
年
で
記
念
式
典

未
来
を
照
ら
す
活
動
を
推
進

長
ら
功
労
者
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈
と
30
周
年

記
念
事
業
「
陸
前
髙
田

奇
跡
の
一
本
松
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
事
業
」
が
報

告
さ
れ
た
。

　
陸
前
高
田
市
の
戸
羽

太
市
長
か
ら
、
青
年
部

が
実
施
し
た
復
興
の
象

徴
と
し
て
奇
跡
の
一
本

松
事
業
に
対
す
る
感
謝

東北電力ＮＷ㈱
藤村健支社長

軽石義則
県議会議員 平野喜嗣理事長 達増拓也県知事

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

　
菅
野
卓
訓
（
第
11
代

部
長
）、
川
崎
長
（
第

12
代
部
長
）、
小
笠
原

哲
也
（
第
13
代
部
長
）、

髙
橋
誠
（
第
14
代
部

長
）、
平
野
喜
英
（
第

15
代
部
長
）

戸羽市長に事業の完成を報告
する青年部

歴代青年部長へ感謝状贈呈

《電設資材総合卸商社》

　　株式会社　三ツ星商会
本社　〒028-3621　矢巾町大字広宮沢第5地割315番
TEL（019）697-3333 ㈹　FAX（019）697-1100

《取扱品目》
オール電化機器（太陽光発電設備ＩＨクッキングヒーター・エコキュート・蓄熱暖房）の販売設置工
事／地上デジタルテレビ、空調機器（エアコン）等の販売並びに取付工事／ロードヒーター・システ
ムキッチン・照明器具・配線器具・電線ケーブル・配管電路資材・放送通信機器・防災防犯機器・受
配電設備機器・分電盤・キューピクル・トランス・リフォーム工事（ＯＡフロア）

【岩手支店】
本社営業部 〒028-3621 矢巾町大字広宮沢第5地割315番
  TEL（019）697－ 3333
宮古営業所 〒027-0052 宮古市宮町３丁目 9－ 36
  TEL（0193）63－ 6443
【秋田支店】
秋田営業所 〒010-0918 秋田市泉南２丁目 14－ 1
  TEL（018）863－ 2411

花巻営業所 〒025-0091 花巻市西大通２丁目26－5
  TEL（0198）23－ 1800
釜石サービスセンター 〒026-0032 釜石市千鳥町２丁目 1－ 5
  TEL（0193）23－ 1188

横手営業所 〒013-0061 横手市横手町字上真山1番地
  TEL（0182）33－ 4711岩手事業本部／〒020-0851 盛岡市向中野二丁目14番21号　☎019-631-2552

（事業所）盛岡・二戸・久慈・釜石・宮古・大船渡・奥州・花北

　自家用電気工作物の電気設備の改修工事等を行ったとき、電気工事業者作業員の方が感電により負傷
又は死亡するという、痛ましい事故が後を絶ちません。また、発電所の設置や設備変更など、主任技術
者に連絡しないまま工事を行ったことによる関係法令違反も発生しています。
　電気事故（感電・アーク火傷）並びに関係法令違反を未然に防止するため、高圧受電設備の改修工事、
低圧分電盤のブレーカー交換及び配線等の工事を計画（実施）するときなどは、事前に電気主任技術者
（保安協会等）にご連絡いただきますようお願いします。

事前に電気主任技術者（保安協会等）にご連絡をお願いします。！
【ご連絡をお願いする事項】
● 高圧受電設備に係る工事を計画したとき
● 発電所及び非常用予備発電装置に係る工事を計画したとき
● 構内の電柱や電線に近接する作業を計画したとき
● 低圧分電盤のブレーカー交換や配線等の工事を計画したとき　
　（※高圧受電設備以外の電気工事でもご連絡をお願いします。）
工事内容等について、打合せの上、安全確保及び関係法令遵守のためのご助言や立会いをさせていただきます。

電気工事関係者さまへのお願い
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９
月
２
日
、
盛
岡
市

の
マ
リ
オ
ス
で
、
今
年

度
２
回
目
の
技
術
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を
実

施
し
た
。
会
員
企
業
の

若
手
技
術
者
・
技
能
者

ら
が
、
５
月
の
講
習
会

で
カ
バ
ー
し
切
れ
な
か

っ
た
照
明
設
備
、
監
視

制
御
設
備
、
防
災
設
備

な
ど
の
設
計
・
施
工
の

基
礎
を
学
ん
だ
。

　
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
営
業

本
部
電
気
設
備
部
プ
ラ

ン
ト
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
課
長
の
鈴
木
和
彦
氏

が
講
師
を
務
め
、
第
１

回
講
習
会
の
内
容
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
照
明

設
備
、監
視
制
御
設
備
、

情
報
通
信
設
備
、
防
災

設
備
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　
技
術
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
当
会
の
人
材
育
成
事

業
の
一
環
で
あ
る
１
級

電
気
工
事
施
工
管
理
技

術
検
定
第
二
次
検
定
に

向
け
た
準
備
講
習
会
が

９
月
13
日
〜
16
日
の
４

日
間
、
矢
巾
町
の
盛
岡

地
区
勤
労
者
共
同
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
講
習
会
は
、

毎
年
一
次
検
定
と
二
次

検
定
に
向
け
て
開
催
し

て
お
り
、
講
師
と
し
て

イ
ー
ハ
ー
ド
プ
ラ
ン
人

材
活
性
化
セ
ン
タ
ー
代

表
鷲
眼
智
春
先
生
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
受
講
者
は
12

社
19
名
。

　
10
月
16
日
㈰
に

実
施
さ
れ
る
二
次

検
定
に
向
け
、
個

別
面
談
に
よ
る
体

験
技
術
指
導
を
含

む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
真
剣
に
取
り
組

ん
だ
。

　
当
協
会
で
は
、
会
員

企
業
が
雇
用
す
る
技
術

者
等
の
現
状
把
握
に
向

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
有
効
回
答
67

社
。
休
日
は
４
週
６
休

を
採
用
し
て
い
る
企
業

が
５
割
を
超
え
、
完
全

週
休
２
日
を
採
用
し
て

い
る
企
業
も
２
割
近
く

に
伸
び
た
。
給
与
体
系

で
は
月
給
制
を
採
用
し

て
い
る
企
業
が
前
回
か

ら
引
き
続
き
８
割
を
超

え
る
な
ど
、
調
査
を
開

始
し
た
19
年
度
と
比
較

し
て
、
雇
用
形
態
の
改

善
が
着
実
に
進
ん
で
い

る
状
況
が
見
て
取
れ
る
。

　
全
社
員
に
占
め
る
技

術
職
の
割
合
は
73
％

と
、
技
術
職
の
割
合
は

小
幅
な
が
ら
年
々
上
昇

の
傾
向
。
１
級
の
資
格

保
有
者
を
年
齢
構
成
別

で
見
る
と
、
40
代
が
最

も
高
く
28
％
。
次
い
で

50
代
24
％
、60
代
23
％
、

30
代
13
％
な
ど
。

　
22
年
度
の
新
入
社
員

（
有
効
回
答
18
社
）
の

状
況
を
見
る
と
、
工
業

高
校
電
気
科
卒
が
57
％

と
最
も
高
い
が
、
前
年

度
を
16
ポ
イ
ン
ト
下
回

っ
た
。
普
通
高
校
卒
の

男
性
が
23
％
、
普
通
高

校
卒
の
女
性
が
７
％

と
、
前
年
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
大
幅
に
伸
び
た
。
大

第
２
回　

技
術
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
開
催

１
級
電
気
工
事
施
工
管
理

技
士
受
験
準
備
講
習
会

︵
二
次
検
定
︶
開
催

技術者等の現状把握アンケート

「４週６休」５割超える
約２割が完全週休２日

学
卒
の
男
性
は
７
％
で

前
年
か
ら
ほ
ぼ
横
ば

い
。

　

給
与
体
系
は
、「
月

給
」が
最
も
高
く
82
％
。

休
日
は
、「
４
週
６
休
」

が
最
も
高
く
52
％
。（
い

ず
れ
も
表
参
照
）

　
技
術
職
社
員
の
有
給

休
暇
の
５
日
以
上
の
取

得
状
況
は
、「
90
％
以

上
」
が
73
％
で
最
も
高

く
、
前
回
調
査
を
３
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
た
。
有

休
が
取
得
で
き
な
い
理

由
の
多
く
は
「
人
手
不

足
」「
工
期
を
守
る
た

め
」「
土
日
に
し
か
工

事
が
で
き
な
い
た
め
」

「
社
員
の
意
識
」
な
ど
。

　
働
き
方
改
革
へ
の
取

り
組
み
割
合
は
「
す
で

に
対
応
」
が
69
％
で
最

も
高
く
、
19
年
度
と
比

較
す
る
と
37
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。「
対
応
予

定
」
は
28
％
だ
っ
た
。

　
千
田
新
一
専
務
理
事

は
、
22
年
度
の
新
入
社

員
の
傾
向
に
つ
い
て

「
全
般
的
な
少
子
高
齢

化
に
加
え
て
、
工
業
系

高
校
の
卒
業
者
は
製
造

業
へ
の
就
職
が
多
い
こ

と
な
ど
を
背
景
に
、
新

入
社
員
が
普
通
高
校
卒

業
者
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
」
と
分
析
。
20
代
社

員
に
お
け
る
１
級
の
資

格
取
得
の
割
合
が
向
上

し
て
い
る
点
を
、「
若

年
層
の
積
極
的
な
上
位

資
格
取
得
へ
の
意
欲
が

見
ら
れ
る
」
と
評
価
。

　
休
日
の
取
得
状
況
に

つ
い
て
は
「
５
週
目
に

休
み
を
入
れ
る
『
４
週

７
休
』
の
採
用
な
ど
、

全
体
的
に
休
日
を
増
や

す
た
め
の
取
り
組
み
が

見
ら
れ
る
。」
と
し
て

い
る
。

講
習
会
は
、
会
員
企
業

に
お
け
る
人
材
育
成
や

技
術
力
向
上

を
目
指
し
て

実
施
。

　

今
年
度
は

新
入
社
員
教

育
を
２
回
に

わ
た
っ
て

実
施
し
た
ほ

か
、
年
内
を

目
途
に
中
堅

社
員
向
け
の

講
習
会
を
予
定
し
て
い

る
。

「
新
人
教
育
―
電
気
設
備
」
後
編

◆参　加　費：無料

◆定　　　　員：会場 50 名 ＋ リモート 50 名（どちらもお申込み先着順）

◆お申込み方法：裏面の申込書に必要事項をご記入し、ファクシミリまたは Eメールで

　　　　　　　　お申し込みください。リモートご希望の方は後日ご記入の

　　　　　　　　メールアドレス宛に Zoomへの招待メールをお送りいたします。

　
一
般
社
団
法
人
　

岩
手
県
電
業
協
会

　
協
会
だ
よ
り

電設資材総合商社
架線金物・配電機器・送変電用碍子

金具製造・各種工具及び活線用防具

防護具・電線管及附属品・ダクト・その他

株式
会社中北電機

盛岡営業所 盛岡市津志田西2－3－13
 TEL （019）601－6838
 FAX （019）639－0058
　本　　社 仙台市若林区卸町東4－3－27
 電話（022）288－1000㈹
　営 業 所 青森営業所　秋田営業所
 山形営業所　福島営業所
 郡山営業所　新潟営業所

〈空調機器・換気ロスナイ・照明器具・住宅設備機器・スマート電化〉

三菱電機住環境システムズ株式会社

取締役　東北支社長　松本　伸

北東北支店：岩手県盛岡市羽場13地割30－11 TEL：（019）637－1771
FAX：（019）637－8911 ◎お問い合わせ先…パナソニック株式会社ライフソリューションズ社  東北電材営業部  盛岡電材営業所


